




















































Practical Study of Remote Piano Instruction at an Early Childhood Education and
Care Training Institution
― A Survey of Students' Reactions to“Practical Skills in MusicⅡ”（2020）―
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の低いピアノ初心者にとって、指使いの指導は注意深く
進めていきたいが、画面上で指使いを指導するには、そ
の度にカメラの位置を変更したりしなければいけないな
どの手間がかかり、少ないレッスン時間の中で適切に対
応することは困難であった。指使いを詳細に記載した楽
譜の配布、運指の規則の説明などの工夫が必要であろう。
初心者への指使いの指導については、今後も留意してい
きたい事案である。
おわりに
遠隔授業という初めての試みは手探りの状態で始ま
り、教員は試行錯誤を重ねて遠隔授業に対応した。オン
ラインによる指導は、弾き歌い指導という授業内容を考
慮しても、２０２０年度に直面したコロナ禍の状況下では有
効な指導法であったと感じているが、音楽（実技）科目
を遠隔で実施することの難しさを痛感した。また、遠隔
授業を実践したからこそ得た気付きもあった。今回の遠
隔授業の実践で浮かび上がった課題を、今後の対面授業
（または遠隔授業）の指導に活用していきたい。
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注
１）葛西ほか（２０１９）p．９２
２）ピアノレッスンでは、４人の教員が約６～８名ずつ担当
し、少人数制のグループレッスンを行なっている。本学に
は４つのレッスン室があり、各部屋に１０台の電子ピアノと
１台のアップライトピアノが設置され、学生はそれぞれに
割り当てられた電子ピアノで練習を行い（ヘッドフォンを
使用して練習）、教員はアップライトピアノで一人ずつ個
人指導を行っている。
３）こども教育宝仙大学教務委員会「遠隔授業の実施方法と
ルール」（２０２０年４月２３日配布）より引用。
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